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の
受
験
者
（
22
・
７
％
）
の

み
。
女
性
受
験
者
増
に
向

け
た
対
策
が
課
題
だ
。

［
職
種
別
構
成
］

　

受
験
者
数
お
よ
び
合
格

者
数
と
も
に
金
融
機
関
勤

務
者
が
最
多
（
表
３
）
で
、

第
14
回
試
験
に
お
い
て
金

融
機
関
勤
務
者
の
累
計
合

格
者
数
（
１
５
２
１
人
）

が
病
医
院
勤
務
者
の
累
計

合
格
者
数
（
１
４
７
７
人
）

を
初
め
て
上
回
っ
た
。

　

こ
こ
で
３
級
試
験
に
お

け
る
金
融
機
関
勤
務
者
の

受
験
お
よ
び
合
格
動
向
に

３
９
０
人
の
合
格
者
が
誕
生
！

累
計
合
格
者
は
４
５
０
０
人
を
突
破

金
融
機
関
勤
務
者
の
累
計
合
格
者
数
が
、病
医
院
勤
務
者
を
逆
転

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会（
代
表
理
事
：
吉
原
健
二
）は
、
２
月
15
日（
日
）に
第
14
回「
医
療
経
営
士
３
級
」資
格
認
定
試
験
を
実
施
し
た
。

３
月
17
日（
火
）に
発
表
と
な
っ
た
合
格
者
等
の
結
果
概
要
に
つ
い
て
お
伝
え
す
る
。

急
速
に
存
在
感
を
増
す

金
融
機
関
勤
務
者
の
受
験

［
受
験
者
数
と
合
格
率
］

　

第
14
回
「
医
療
経
営
士

３
級
」
資
格
認
定
試
験
は

全
国
14
会
場
で
実
施
さ

れ
、
９
６
０
人
が
受
験
、

３
９
０
人
が
合
格
し
た
。

合
格
率
は
40
・
６
％
で
あ
っ

た
（
表
１
）。

［
年
齢
別
構
成
］

　

受
験
者
数
・
合
格
者
数

い
ず
れ
も
30
代
が
最
多
。

以
下
40
代
、
20
代
、
50
代
、

60
代
の
順
（
表
２
）
で
、

一
部
例
外
を
除
き
、
第
１

回
試
験
（
平
成
22
年
９
月

23
日
実
施
）
か
ら
こ
の
傾

向
が
続
い
て
い
る
。

［
男
女
別
構
成
］

　

男
性
、
女
性
の
割
合
は
、

受
験
者
数
で
は
86
・
８
％

と
13
・
２
％
、
合
格
者
数

で
は
85
・
６
％
と
14
・
４
％

と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
女

性
の
割
合
が
過
去
20
％
を

超
え
た
の
は
、
第
３
回
試

験
（
平
成
23
年
６
月
５
日

実
施
）
の
合
格
者
（
20
・

８
％
）と
第
４
回
試
験（
平

成
23
年
10
月
30
日
実
施
）

つ
い
て
目
を
向
け
て
み
る
。

　

第
７
回
試
験
（
平
成
24

年
10
月
21
日
実
施
）
で
は
、

病
医
院
勤
務
者
の
受
験
者

数
（
１
８
５
人
）
を
上
回

る
２
１
４
人
の
受
験
者
を

数
え
た
。

　

第
８
回
試
験
（
平
成
25

年
２
月
17
日
実
施
）
で
は
、

合
格
者
数
で
病
医
院
勤
務

者
と
並
ん
だ
（
88
人
）。

　

第
９
回
試
験
（
平
成
25

年
６
月
16
日
実
施
）
で
は

受
験
者
数
（
４
６
４
人
）、

合
格
者
数
（
１
４
５
人
）

と
も
に
病
医
院
勤
務
者

（
受
験
者
数
１
６
５
人
、

合
格
者
数
56
人
）
を
大
き

く
上
回
り
、
そ
の
傾
向
は

現
在
も
継
続
中
で
あ
る
。

　

第
11
回
試
験
（
平
成
26

年
２
月
16
日
実
施
）
で
は
、

累
計
受
験
者
数
（
２
４
０
１

人
）
が
病
医
院
勤
務
者
の

累
計
受
験
者
数
（
２
２
４
４

人
）
を
上
回
っ
た
。

　

金
融
機
関
勤
務
者
に
よ

る
受
験
者
数
、
合
格
者
数

の
急
増
は
、
医
療
機
関
や

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
に
対
す

る
金
融
機
関
の
関
心
の
高

ま
り
を
示
す
と
と
も
に
、

医
療
経
営
に
お
け
る
ビ
ジ

ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

金
融
機
関
勤
務
者
の
存
在

感
・
役
割
の
増
大
を
表
す

も
の
と
も
い
え
よ
う
。

［
都
道
府
県
別
構
成
］

　

受
験
者
数
・
合
格
者
数

と
も
に
沖
縄
県
が
初
の
最

多
と
な
る
（
表
４
）。
前

述
し
た
内
容
を
証
明
す
る

形
で
、
地
元
銀
行
の
受
験

者
が
90
人
を
超
え
た
こ
と

が
大
き
く
影
響
し
た
。

6

医 療
経営士 資格認定試験
試験日 ■受験エントリー期間

　4月3日（金）～
　5月8日（金）
■受験料支払締切日

　5月12日（火）

医療経営士 資格認定試験 日程
受験料

※手数料別途

受験資格

第15回「医療経営士3級」 第9回「医療経営士2級」

試験会場
（予定）

15,400円（税込） 3級取得者
13,400円（税込） 分野受験（分野合格者）8,640円（税込）

年齢、学歴、国籍等の制約はありません

札幌・仙台・東京・金沢・名古屋・
大阪・福岡・鹿児島

札幌・仙台・東京・金沢・名古屋・
大阪・福岡

3級資格認定試験合格者かつ、
本会正会員

団体受験　◇受験者10名を超える場合、団体としてまとめてお申し込みできます。
　　　　　◇一定の条件を満たした場合、認定会場制度をご利用できます。※審査があります

お問い合わせ・お申し込み　一般社団法人日本医療経営実践協会事務局　☎03-5296-1933　http://www.JMMPA.jp/

2015年

21（日）

3級2級 受験エントリー

申込開始！
受験エントリー

申込開始！4月3日（金）から！
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第
14
回「
医
療
経
営
士
３
級
」資
格
認
定
試
験
詳
報

表１　「医療経営士３級」資格認定試験結果概要

第 14回試験 第１～14回試験累計

受験申込者数 1,077 人 11,673 人

受験者数（A） 960人 10,282 人

合格者数（B） 390人 4,541 人

合格率（B/A） 40.6％ 44.2％

表２　受験者・合格者の年齢別構成

年齢別 受験者数 合格者数

20 代以下 222人（23.1％） 85人（21.8％）

30代 339人（35.3％） 142人（36.4％）

40代 308人（32.1％） 121人（31.0％）

50代 85人（8.9％） 37人（9.5％）

60代以上 6人（0.6％） 5人（1.3％）

表３　受験者・合格者の職種（勤務先）別構成

勤務先 受験者数 合格者数

病医院 214人（22.3％） 108人（27.7％）

医療関連企業 108人（11.3％） 50人（12.8％）

金融機関 532人（55.4％） 176人（45.1％）

大学・短大生 10人（1.0％） 5人（1.3％）

その他 96人（10.0％） 51人（13.1％）

表４　受験者・合格者の上位５都道府県

受験者数 合格者数

１位 沖縄県114人（11.9％） 沖縄県42人（10.8％）

２位 福岡県106人（11.0％） 東京都41人（10.5％）

３位 東京都89人（9.3％） 福岡県30人（7.7％）

４位 福島県76人（7.9％） 神奈川県28人（7.2％）

５位 神奈川県51人（5.3％） 福島県23人（5.9％）
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マ
イ
ナ
ス
改
定
の
背
景
は

診
療
報
酬
改
定
に
も
影
響

　

２
０
１
５
年
度
介
護
報

酬
改
定
は
、
９
年
ぶ
り
の

マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
っ
た
。

　

改
定
率
を
め
ぐ
っ
て
は
、

財
務
省
が
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
（
特
養
）
の
内
部

留
保
の
問
題
か
ら
社
会
福

祉
法
人
等
の
利
益
率
が
高

い
と
し
て
大
幅
な
引
き
下

げ
を
要
求
。
厚
生
労
働
省

は
大
幅
削
減
に
よ
っ
て
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
質
が
低
下
し

か
ね
な
い
と
反
論
し
て
い

た
が
、
結
局
、
改
定
率
の

下
げ
幅
は
過
去
最
大
に
近

い
▲
２
・
27
％
（
在
宅
分
▲

１
・
42
％
、
施
設
分
▲
０
・

85
％
）
と
な
っ
た
。
こ
れ
に

介
護
人
材
確
保
に
向
け
た

処
遇
改
善
交
付
金
分
（
介

護
職
員
処
遇
改
善
加
算
の

拡
充
分
）
＋
１
・
65
％
、
認

知
症
・
中
重
度
者
対
応
の

評
価
分
＋
０
・
56
％
が
含

ま
れ
る
た
め
、
実
質
▲
４
・

48
％
と
い
う
厳
し
い
数
字

が
突
き
つ
け
ら
れ
た
。

　

そ
の
背
景
に
は
、「
国
の

借
金
」
の
残
高
が
１
０
０
０

兆
円
を
超
え
る
財
政
危
機

の
中
、
膨
ら
み
続
け
る
社

会
保
障
給
付
費
（
年
金
、

医
療
、
介
護
・
福
祉
ほ
か
）

の
問
題
が
あ
る
。
介
護
保

険
制
度
が
始
ま
っ
た

２
０
０
０
年
度
の
介
護
給

付
費
は
約
３・
６
兆
円
だ
っ

た
が
、
２
０
１
４
年
度
は

10
兆
円
に
達
し
、
２
０
２
５

年
に
は
21
兆
円
に
増
大
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
（
表
）。

改
定
に
お
け
る

３
つ
の
基
本
方
針

　

２
０
１
５
年
度
介
護
報

酬
改
定
に
お
け
る
基
本
方

針
は
、
次
の
３
つ
に
大
別

さ
れ
る
。
①
中
重
度
の
要

介
護
者
や
認
知
症
高
齢
者

へ
の
対
応
の
更
な
る
強
化
、

②
介
護
人
材
確
保
対
策
の

推
進
、
③
サ
ー
ビ
ス
評
価

の
適
正
化
と
効
率
的
な
サ

ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
構
築

で
あ
る
。

　

基
本
報
酬
に
つ
い
て
は
、

「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」
な
ど
ご
く
一
部
を
除

き
、
軒
並
み
ダ
ウ
ン
と
な

っ
た
が
、「
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
」
と
い
う
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に

向
け
、
算
定
要
件
の
緩
和

や
厳
格
化
、
あ
る
い
は
加

算
の
充
実
な
ど
が
行
わ
れ

た
。
２
０
１
４
年
度
診
療

報
酬
改
定
の
議
論
の
中
で

盛
ん
に
使
わ
れ
た
「
ほ
ぼ

在
宅
、
と
き
ど
き
入
院
」

と
い
う
考
え
方
を
、
介
護

報
酬
に
お
い
て
も
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
取
り
入

れ
た
と
い
え
よ
う
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

推
進
に
向
け
て

　

介
護
給
付
費
分
科
会
の

介
護
報
酬
改
定
報
告
書
で

は
「
今
後
の
診
療
報
酬
と

の
同
時
改
定
を
念
頭
に
、

特
に
医
療
保
険
と
の
連
携

が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て

は
、
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な

実
態
把
握
を
行
い
、
効
果

的
・
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
在
り
方
を
検
討
す

る
」
と
の
記
載
が
あ
り
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
向
け
た
医
療
・

介
護
の
提
供
体
制
の
見
直

し
は
、
診
療
報
酬
改
定
に

お
い
て
も
介
護
報
酬
改
定

に
お
い
て
も
優
先
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
２
０

１
４
年
度
診
療
報
酬
改
定

や
今
後
の
地
域
医
療
構
想

に
基
づ
く
病
床
機
能
の
分

化
・
連
携
の
推
進
に
よ
っ

て
医
療
機
関
か
ら
在
宅
復

帰
促
進
の
流
れ
の
中
で
、

在
宅
医
療
・
介
護
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
る
こ
と
は
必
至

で
あ
り
、
中
重
度
の
要
介

護
者
が
無
理
な
く
在
宅
生

活
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、

医
療
お
よ
び
介
護
に
よ
る

対
応
力
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
な
る
。

医
療
経
営
士
に
お
け
る

医
介
連
携
に
向
け
た
課
題

　
「
事
業
所
・
法
人
と
い
う

枠
を
超
え
、
地
域
単
位
で

人
員
配
置
を
進
め
て
い
く
」

と
い
う
国
の
方
針
も
あ
り
、

複
数
の
医
療
法
人
や
社
会

福
祉
法
人
な
ど
を
束
ね
て

一
体
的
な
経
営
を
可
能
と

す
る
「
地
域
医
療
連
携
推

進
法
人
制
度
（
仮
称
）」
の

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
こ
う
し
た
制
度
を

利
用
し
て
病
院
に
よ
る
介

護
事
業
へ
の
参
入
も
確
実

に
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

２
０
１
４
年
の
介
護
保

険
法
改
正
に
よ
り
、
特
養

へ
の
入
所
者
は
原
則
と
し

て
要
介
護
度
３
以
上
と
な

っ
た
。
看
取
り
期
の
対
応

や
在
宅
と
の
連
携
に
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
が
施
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
特

養
で
は
今
後
、
入
所
者
を

中
重
度
者
と
認
知
症
患
者

に
シ
フ
ト
し
て
い
く
も
の

と
予
想
さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
看
取
り
や
訪
問
診

療
、
訪
問
看
護
と
い
っ
た

部
分
で
、
特
養
と
病
院
と

の
結
び
付
き
が
強
ま
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

在
宅
強
化
型
の
介
護
老
人

保
健
施
設
（
老
健
）
は
「
自

宅
等
」
に
含
ま
れ
る
た
め
、

一
般
病
棟
７
対
１
入
院
基

本
料
の
施
設
基
準
に
「
自

宅
等
退
院
患
者
割
合
75
％

以
上
」
が
新
設
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
老
健
が
「
７

対
１
」
の
急
性
期
病
院
に

と
っ
て
の
「
退
院
先
」
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い

く
可
能
性
も
高
い
。

　

２
０
２
５
年
問
題
に
向

け
、
医
療
と
介
護
の
役
割

分
担
と
連
携
の
強
化
に
基

づ
く
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
実
現
に
向
け
た

動
き
が
加
速
さ
れ
る
中
、

介
護
事
業
所
と
の
連
携
・

多
職
種
協
働
は
医
療
機
関

が
生
き
残
る
「
強
み
」
と
な

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
医

療
経
営
士
に
は
、
医
療
と

介
護
の
橋
渡
し
役
と
し
て

の
活
躍
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

表　介護給付費および介護報酬改定率の推移

介護給付費 介護報酬改定率

2000（平成12）年 3.6兆円 −

2003（平成15）年 5.7兆円 ▲2.3％

2006（平成18）年 6.4兆円 ▲2.4％

2009（平成21）年 7.4兆円 ＋3.0％

2012（平成24）年 8.9兆円
＋1.2％

（処遇改善加算分
＋2.0％）

2014（平成26）年 10兆円 ＋0.63％
（消費税対応分）

2015（平成27）年 −
▲2.27％

（処遇改善加算分
+1.65％）

＊本稿は、『最新介護経営介護ビジョン』（発行：株式会社日本医療企画）2015年3月号の特集記事をもとに作成した。

医療経営士が、押さえておきたい！

2015年度介護報酬改定のポイント
昨年６月に成立した医療介護総合確保推進法
において、いっそうの医療と介護の連携強化
が謳われる中、法成立後にはじめて行われた
介護報酬改定は９年ぶりのマイナスとなった。
それは連携を組むべき介護事業所においてど
のような影響をもたらし、また医療に直接関わ
る影響はどのようなものか、医療経営士とし
て押さえておくべきポイントを検証する。
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今なぜ、病院に栄養経営が必要なのか？
求められる医療経営士と栄養部門の連携

予
防・健
康
管
理
の
重
要
性
が
高
ま
る
な
か
で
、栄
養
部
門
の
存
在
が
改
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
き
て
い
る
。昨
年
創
設
さ
れ
た一般
社
団
法
人
日
本
栄
養
経
営
実
践
協
会
の
副
代
表
理
事

で
、医
療
法
人
財
団
松
圓
会
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
副
院
長
の
秋
山
和
宏
先
生
に
新
資
格「
栄
養

経
営
士
」と
、医
療
経
営
士
と
栄
養
部
門
の
連
携
に
つ
い
て
う
か
が
っ
た
。

栄
養
の
可
能
性
は
治
療
だ

け
に
と
ど
ま
ら
な
い
！

　

一
般
社
団
法
人
日
本
静

脈
経
腸
栄
養
学
会
の
初
代

理
事
長
で
あ
る
故
・
小
越

章
平
先
生
は
、か
つ
て
「
万

病
に
効
く
薬
は
な
い
が
、

栄
養
は
万
病
に
効
く
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

栄
養
管
理
の
重
要
性
を
説

く
こ
の
言
葉
は
、
ま
さ
に

名
言
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

手
術
や
薬
は
特
定
の
疾

患
を
治
療
し
ま
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
す
べ
て
が
う
ま

く
い
く
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
特
に
高
齢
者
を
は
じ

め
複
数
の
疾
患
を
併
せ
持

つ
患
者
に
対
し
て
は
、
全

人
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
で
、
患
者
の
体
質
を
根

本
か
ら
変
え
る
栄
養
管
理

は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

当
院
で
は
栄
養
サ
ポ
ー

ト
チ
ー
ム
を
導
入
し
て
か

ら
、
患
者
の
合
併
症
が
減

っ
た
り
、
治
療
期
間
が
短

縮
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

効
用
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

病
院
経
営
に
お
け
る
栄
養

部
門
の
貢
献
度
は
、
収
支

だ
け
で
見
れ
ば
小
さ
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
病

棟
に
管
理
栄
養
士
が
1
人

い
る
だ
け
で
、
医
療
の
質

は
確
実
に
上
が
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
病
院
に

は
、
単
に
病
気
を
治
す
だ

け
で
な
く
、
病
気
に
な
る

手
前
の
段
階
で
介
入
す
る

よ
う
な
役
割
が
求
め
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
医
療
ス
タ

ッ
フ
や
高
度
な
医
療
機
器

な
ど
貴
重
な
医
療
資
源
を

広
く
活
用
し
な
が
ら
、
医

療
活
動
の
主
戦
場
を
病
院

の
外
に
置
き
、
地
域
住
民

の
疾
病
予
防
に
か
か
わ
っ

て
い
き
ま
す
。
私
は
そ
の

際
、
栄
養
を
糸
口

に
す
る
と
社
会
と

の
接
点
を
見
出
し

や
す
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い

て
、「
ソ
ー
シ
ャ

ル
ニ
ュ
ー
ト
リ
シ

ョ
ン
」
と
い
う
新

し
い
概
念
を
提
唱

し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
実
現
に
向

け
て
は
、
栄
養
の
知
識
を

備
え
た
管
理
栄
養
士
よ
り

も
、
も
う
少
し
広
い
マ
イ

ン
ド
を
持
っ
た
人
材
が
必

要
で
す
。「
栄
養
経
営
士
」

は
そ
う
し
た
時
代
の
ニ
ー

ズ
が
生
ん
だ
新
し
い
資
格

だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

医
療
経
営
士
の
皆
さ
ん

に
は
、
世
の
中
を
変
え
る

と
い
う
高
い
意
識
を
持
っ

て
、
栄
養
経
営
士
と
協
働

し
な
が
ら
病
院
の
定
義
や

社
会
そ
の
も
の
を
変
え
て

い
く
よ
う
な
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
「
π
字
型
」の

キ
ャ
リ
ア
開
発
が
必
要

　

私
は
「
栄
養
経
営
士
テ

キ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ
」
の
第

5
巻
『
多
職
種
協
働
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
の
監
修
・

執
筆
を
担
当
し
ま
し
た
。

組
織
が
効
率
を
上
げ
て
生

産
性
を
高
め
る
た
め
に
は

多
職
種
に
よ
る
分
業
と
連

携
が
重
要
で
す
。
こ
こ
で
、

分
業
を
図
る
た
め
に
自
ら

の
専
門
性
を
高
め
る
こ
と

だ
け
に
注
力
し
て
し
ま
う

の
は
大
き
な
間
違
い
で
す
。

確
か
に
専
門
性
は
必
要
で

す
。
し
か
し
、
目
ま
ぐ
る

し
く
時
代
が
変
化
し
て
い

く
な
か
で
、
専
門
性
や
技

術
は
い
つ
の
間
に
か
陳
腐

化
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
専
門
性
よ
り
も

大
切
な
の
は
連
携
の
ほ
う

で
、
自
ら
が
解
決
で
き
な

い
問
題
は
連
携
に
よ
っ
て
誰

か
に
解
決
し
て
も
ら
え
ば

い
い
わ
け
で
す
。

　

Ｔ
字
型
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
？　
「
Ｔ
」
の
横
棒
は
異

分
野
と
の
連
携
の
広
が

り
、
縦
棒
は
専
門
性
の
深

さ
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

大
前
研
一
氏
は
、
こ
れ
か

ら
の
人
材
は
「
Ｔ
字
型
」

で
は
も
う
ダ
メ
で
、
少
な

く
と
も
2
つ
以
上
の
専
門

性
を
持
っ
た
「
π
字
型
」

で
な
く
て
は
い
け
な
い
と

述
べ
て
い
ま
す
。
そ
う
い

っ
た
意
味
で
は
、
栄
養
経

営
士
は
栄
養
管
理
に
関
す

る
深
い
知
識
と
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
ス
キ
ル
と
い
う
2
つ

の
専
門
性
の
上
に
、
多
職

種
や
異
分
野
と
ス
ム
ー
ズ

に
連
携
し
て
い
く
力
を
持

っ
た
人
材
だ
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　

今
の
世
の
中
は
何
か
を

学
ぶ
う
え
で
便
利
な
も
の

が
揃
っ
て
い
ま
す
。
資
格

制
度
も
そ
の
1
つ
で
、
テ

キ
ス
ト
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

で
き
る
仕
組
み
が
で
き
て

い
る
の
な
ら
、
そ
こ
に
乗

っ
か
ら
な
い
手
は
あ
り
ま

せ
ん
。
目
指
す
頂
点
に
向

け
て
、
独
学
で
砂
利
道
を

て
く
て
く
歩
い
て
行
く
よ

り
も
、
資
格
制
度
と
い
う

高
速
道
路
を
利
用
し
て
皆

で
一
気
に
進
ん
だ
ほ
う
が

断
然
速
く
た
ど
り
着
き
ま

す
。
高
速
道
路
の
先
に
あ

る
8
合
目
あ
た
り
で
立
ち

往
生
し
て
い
る
先
頭
集
団

に
追
い
つ
い
て
か
ら
が
本

当
の
勝
負
で
す
。

　

医
療
経
営
士
や
栄
養
経

営
士
に
は
、
高
い
次
元
の

目
標
と
広
い
視
野
を
持
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

目
の
前
の
患
者
を
良
く
す

る
、
医
療
界
に
貢
献
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
が
、
誰

も
想
像
し
な
か
っ
た
よ
う

な
ま
っ
た
く
新
し
い
分
野

を
切
り
開
い
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

日本栄養経営実践協会副代表理事に聞く

栄養経営士とは
栄養管理のチームマネジ
メントに関する臨床スキ
ル、コミュニケーションス
キル、人材育成など多岐に
わたる知識を習得し、実務
の現場において広くその
知識・経験を発揮できる
「栄養管理のマネジメント」
を担う専門職に対して、一
般社団法人日本栄養経営
実践協会が認定する民間
資格。試験日、資格制度に
ついては下段を参照。

《お問い合わせ・資料請求》　一般社団法人 日本栄養経営実践協会　TEL：03-5289-7021　http://www.jmmpa.jp/

「栄養経営士」基礎講習開講
□「栄養経営士」への道

基
礎
講
習
修
了

資
格
認
定
試
験
合
格

登
録
審
査

「
栄
養
経
営
士
」認
定

2015年

※「栄養経営士」基礎講習を修了し、管理栄養士
　として2年以上の実務経験を有していることが
　受験資格となります。

11月29日
実施決定！

栄養管理の成果をもって
病院・施設経営に貢献する

職場や知り合いの

管理栄養士に

ご紹介ください！ 新資格「栄養経営士」誕生！！

栄養経営士 検 索検 索詳しくはこちら▶

「栄養経営士」
資格認定試験

（日）

第1回

4月29日東京 他全国で
順次開催！

資料請求は電話（03-5289-7021）または協会ホームページで受付中！
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２
０
１
４
年
度
下
期

理
事
会
を
開
催

　

本
協
会
は
３
月
18
日

（
水
）
、
本
協
会
会
議
室

に
お
い
て
２
０
１
４
年
度

下
期
・
第
12
回
理
事
会
を

開
催
し
た
。

　

今
回
の
理
事
会
で
は
、

２
０
１
４
年
度
の
主
な
活

動
概
況
が
事
務
局
よ
り
報

受
験
番
号
（
11
桁
）
に
て

エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
（
た

だ
し
、
４
月
15
日
（
水
）

ま
で
に
会
員
申
請
手
続
き

が
必
要
）
。

　

受
験
料
、
試
験
時
間
、

試
験
内
容
な
ど
の
詳
細

は
、
本
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
２
級
試
験
概
要
を
参

照
の
こ
と
。

　

な
お
、
第
９
回
「
医
療
経

営
士
２
級
」
資
格
認
定
試
験

と
同
日
に
開
催
さ
れ
る
第

15
回
「
医
療
経
営
士
３
級
」

資
格
認
定
試
験
の
受
験
エ

ン
ト
リ
ー
も
、
同
一
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
受
け
付
け
る
。

職
場
の
皆
様
へ
ぜ
ひ
ご
案

内
い
た
だ
き
た
い
。

告
さ
れ
る
と
と
も
に
、

２
０
１
５
年
度
の
事
業
計

画
案
お
よ
び
収
支
予
算
案

に
つ
い
て
審
議
・
決
議
さ

れ
た
。

２
級
試
験
の
エ
ン
ト
リ
ー

４
月
３
日
よ
り
受
付
開
始

　

本
協
会
で
は
、
第
９
回

「
医
療
経
営
士
２
級
」
資

格
認
定
試
験
の
受
験
エ
ン

ト
リ
ー
を
、
４
月
３
日

（
金
）
よ
り
開
始
す
る
。
エ

ン
ト
リ
ー
の
締
め
切
り
は

５
月
８
日
（
金
）
。
「
医
療

経
営
士
３
級
」
資
格
の
認

定
登
録
（
協
会
へ
の
会
員

申
請
）
手
続
き
中
の
方
も

３
級
の
合
格
証
に
記
載
の

２
０
１
５
年
５
月
期
限
分

年
会
費
納
入・更
新
の
受

付
は
４
月
14
日（
火
）ま
で

　

本
協
会
で
は
、
本
年
５

月
で
年
会
費
が
期
限
と
な

る
会
員
約
５
０
０
名
に
対

し
、
年
会
費
（
１
万
円
）
の

請
求
を
案
内
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
じ
く
本
年
５

月
で
更
新
を
迎
え
る
会
員

約
40
名
に
対
し
、
更
新
の

受
付
を
実
施
し
て
い
る
。

対
象
者
に
は
年
会
費
請
求

な
ら
び
に
更
新
の
案
内
を

郵
送
し
て
い
る
。

　

年
会
費
の
支
払
期
限
な

ら
び
に
更
新
の
手
続
き
期

限
は
、
本
年
４
月
14
日

（
火
）
ま
で
。

　

な
お
、
期
日
ま
で
に
入

金
・
更
新
手
続
き
が
で
き
な

い
場
合
は
協
会
事
務
局
ま

で
連
絡
い
た
だ
き
た
い
。

第
４
回「
全
国
医
療
経
営

士
実
践
研
究
大
会
」金
沢

大
会　
開
催
決
定
！

　

本
協
会
で
は
、
本
年
10

月
31
日
（
土
）
、
11
月
１

日
（
日
）
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
金
沢
に
て
第
４
回

「
全
国
医
療
経
営
士
実
践

研
究
大
会
」
金
沢
大
会
を

開
催
す
る
。　

 

　

本
大
会
は
医
療
経
営
の

最
前
線
を
知
る
機
会
で
あ

る
と
と
も
に
、
医
療
経
営

士
の
日
頃
の
活
躍
を
披
露

す
る
場
で
あ
る
。
詳
細
は

確
定
次
第
、
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ら
び
に
本
紙
に

掲
載
予
定
。

◆
主
催
：
一
般
社
団
法
人

日
本
医
療
経
営
実
践
協

会
◆
大
会
運
営
委
員
長
：
神

野
正
博
（
日
本
医
療
経

営
実
践
協
会
北
陸
支
部

長
、
社
会
医
療
法
人
財

団
董
仙
会
理
事
長
）

◆
会
期
：
２
０
１
５
年
10

月
31
日
（
土
）
・
11
月

１
日
（
日
）　

◆
会
場
：
石
川
県
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー　

本

館
１
階
大
ホ
ー
ル

もう介護報酬のアップは期待できない！
── ビジネスチャンスを拡げる個性化経営へ
著者  小濱道博
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有能な人材が所属する組織であることをアピール
「医療経営士」在籍企業・医療機関等ご登録のお願い

　本協会では会員の皆様へ、所属先医療機関名、法人名等登録へのご協力をお願いし

ております。会員の皆様にご登録いただいた所属先医療機関名、法人名、学校名は協

会Webページやパンフレット等で公開いたします。

　医療機関のかかえる様々な経営課題を、迅速かつ的確に解決できる能力をもった人

材である「医療経営士」。この有能な人材の所属する医療機関名、法人名、学校名を公

開することで、「経営力」をもった医療機関であること、また医療機関をマネジメントする

人材を有する企業、法人であることをアピールすることができます。

　ぜひご登録いただき、皆様の所属先のアピールにご活用ください。

　なお、所属先の公開にあたり、皆様の個人情報は一切公開いたしません。

　◆掲載ページ・ご登録はこちらから
http://www.jmmpa.jp/support/cat108/

　続いて、会員登録情報の変更手続きについて、事務局より会員の皆様へお願いがご

ざいます。このMMSニュースをはじめ、会員の皆様向けにさまざまな送付物やメール

配信がございますが、「宛所なし」や「エラー」で配達・配信できないケースが毎回見られ

ます。住所・勤務先・メールアドレス・氏名など、申請時の内容から変更が生じた場合は、

「個人正会員登録変更申請書」の提出が必要となります。変更の際は、協会ホームペー

ジの「会員サポート」にございます「個人正会員登録変更申請書」をダウンロードいただ

き、協会へご郵送ください。ご不明な点がございましたら、協会までお問い合わせくだ

さい。

　それではまた次号でお会いいたしましょう。

MMSニュースを活用して、
「医療経営士」の認知度アップに

ご協力ください！
　会員サービスの一環として毎月発行しているMMSニュースを活用して、「医療経
営士」の認知度アップにご協力くださる会員様を募集しております。職場やお取引
先へMMSニュースをお配りいただくことで、ご自身の活動のアピール資料として
も、ご活用いただけると思います。
　配布用のMMSニュースをご希望の方は下記のアドレスへ「MMSニュース希
望」とタイトルをつけ、認定登録番号、お名前、御社名、所属部署、肩書き、送付先
住所、電話番号、そして必要部数をご連絡ください（ご希望の部数につきまして
は、ご連絡をいただいた段階で調整させていただく場合がございます）。
　皆様のご応募をお待ちしております！
お申し込み▶E-mail : info@jmmpa.jp
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